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        プロローグ

        　

        「お疲れ様でした」

        日勤の勤務を終えたわたしは、病棟を後にして更衣室へ向かう。腕時計を確認すると十八時を過ぎたところだった。十九時に恋人の池内敏也いけうちとしやと待ち合わせをしているため、少し急ぎ足で歩く。なかなかゆっくり会えていなかったので楽しみ。

        わたしは、館山総合病院の整形外科にてナースとして働いており、最近は後輩ナースの指導もしている。気がつけば二十九歳。結婚もそろそろしたいと思っているけれど、年下の彼にはそんな気はないようだ。二十七歳でイケメンドクターと言われている彼を狙っている女性は多い。敏也にすればよりどりみどりの遊びたい放題であるから、結婚なんて考えていないだろう……。いつになったら落ち着くのか不安でたまらない。

        わたしと敏也が交際していることは秘密にしてほしいらしい。理由を訪ねてみると「麻紀子まきこに嫉妬の目を向けられたらかわいそうだから」と言っていた。わたしのことを思ってくれているのだと、いいように捉えているけれど、実際は違う人と遊びたいだけなのかもしれない。そのうちに、他の女性に子供ができたなんてことにならないだろうか……。

        更衣室へ到着すると数人の職員が着替えをしていた。

        わたしも白衣から黒のワンピースに着替える。サラサラの黒髪ロングヘアーは真っ直ぐストレート。仕事の時はお団子にまとめている。休日のデートの時は下ろすことが多い。

        鏡を見てメイクを直す。大きくてパッチリな目にスッとした鼻とぽってりとした唇。胸は大きめで、どちからかというとぽっちゃり体型だ。

        準備を急いで済ませたわたしは、待ち合わせに遅れちゃいけないと思い、急いで廊下に出る。すると、敏也に鉢合わせた。

        「あ、お疲れ様……」

        「麻紀子、ごめん。急いで行くから先に行って待っててくれない？」

        「わかった」

        「悪い」

        わたしの頭をクシャリと撫でて、隣を通り過ぎて行く。堂々と交際することができれば、ここから一緒に行くのに。病院からふたりで出ていくのをどうしても見られたくないらしい……。そんなに付き合っていることを隠したいものなのかな……。腑に落ちない。

        「はぁ」

        思わずため息をついてしまう。

        ふと、視線を感じて振り向くと、森杉彩奈もりすぎあやなが立っていた。彩奈はわたしが指導している後輩ナースだ。大きくてぱっちりな目で、小さい鼻と形のいい唇で色白い。背も小さくて、頷くとシュッとした顎のラインで切りそろえられているボブが揺れるのが、たまらなく、かわいい。まるで小動物みたいだ。

        かわいいからこそ、厳しくしすぎちゃうことがある。それでも、明るくついてきてくれるのは、わたしの思いが伝わっているからだろう。

        彩奈は、まだ白衣のまま。これから着替えるところだったみたいだ。

        もしかして、敏也と話しているところを見られてしまっただろうか。気がつかれてはマズイと思って、動揺しないようにする。

        「先輩」

        「あ、彩奈、お疲れ様」

        彩奈は少しずつわたしの元へ近づいてくる。何か質問をしたいというような瞳を向けられた。敏也と特別な関係なことに気がつかれたかもしれない……。彩奈は、勘のいいところがあるのだ。

        「先輩って……」

        「ご、ごめん。これから用事があるから先に失礼するね」

        「ちょっと、待ってください」

        彩奈には、申し訳ないけれど、聞こえないふりをして背を向ける。そして、逃げるようにその場から走り出した。

        付き合っていることを堂々と言えないのは、やっぱり心苦しい。敏也に交際していることを一部の人には教えてもいいか聞いてみようか……。モヤモヤとした気持ちのまま、待ち合わせしているホテルへと向かった。

        　

        待ち合わせをしている約束のホテルのレストランで待っていると、敏也が到着した。

        ブランド物のスーツを着こなしており、誰もが敏也の姿を二度見するほどイケメンだ。背が高くほどよく筋肉がついている。綺麗な瞳と自信がありそうなオーラが、彼の魅力を倍増させていた。この人が自分の彼氏というのが未だに信じられない。

        「待たせて、悪い」

        「大丈夫よ」

        ニコッと笑みを浮かべるけれど、わたしは不安と不満で心がいっぱいだった。結婚、浮気、愛……。色んな言葉が胸を支配する。本当にこの人と一緒にいてもいいのだろうか。

        ウエイターがタイミングよく現れてドリンクのオーダーを聞きに来る。わたしはいつも敏也におまかせだ。

        料理は文句なく美味しかったけれど、どこかスッキリしないまま過ごしていた。

        食事を終えると、敏也の家に行く。代々医者の家系である敏也は、父親に買ってもらったという三ＬＤＫの高層マンションにひとり暮らしだ。家政婦を定期的に入れているそうで部屋はいつ来ても片付いている。

        窓際に立ち夜景を見下ろしていると、後ろから抱きしめられた。

        「なぁ。手を窓についてみて」

        「でも、指紋で汚れちゃう」

        「いいよ、そんなの」

        窓に手をついて立つと、お尻を突き出すような格好になる。ワンピースのスカートをまくり上げられて、お尻のラインを撫でられる。あっという間にショーツが脱がされてしまう。敏也は自分の指を舐めて唾液をたっぷりと絡ませると、わたしの敏感な粒を捏ねくり回す。

        突然、強い刺激を与えられてちょっと痛いと思った。ここで痛みを訴えると、敏也は不機嫌になってしまうだろうから我慢をする。グリグリと激しく弄られても気持ちがいい訳がない。敏也はわたしの蜜壺に指を挿れて、無理矢理開いてくる。

        セックスとはこんなものだろうか。。快楽を味わう間もなく、敏也は熱の塊を突き刺してきた。

        「あ……っ」

        気持ちよくなんてないけれど、感じているふりをして喘ぎ声を上げる。

        「あ……、あんっ……、あっ……、あぁっ……」

        初めから激しく突いてくる敏也の腰の動きを感じながら、わたしは敏也と付き合うキッカケになった日をぼんやりと思い出す。

        あれは夜勤だった日――。当直だった敏也と医療について熱く語りあった。

        『槇原さんって見た目派手だけど、しっかりとした考えがあるんだな。結婚するならそういう人がいいな』

        その言葉でお互いを意識するようになり、気がつけば交際に発展していた。付き合ってそろそろ一年になるけれど、敏也の女関係の噂は絶えない。先日も更衣室で若いナースがふたりきりで食事をしたとか、その先をしたとか、話をしているのを聞いてしまった。医者でイケメンであればモテるのは、仕方がない。あまり気にしないようにしようと思っていた。それに、二十九歳になったわたしが新たに恋愛をして結婚相手を見つけることは本当に大変なことだ。少々、女遊びをする人であっても、結婚を前提に付き合ってくれる人なんて、この先いないかもしれない。ある程度の我慢はしなきゃ。

        「なぁ、麻紀子……。もっと喘げって」

        「あ……ごめん……」

        不機嫌そうに言った敏也は、わたしをソファーに押し倒して大きく脚を開いた。わたしのことを気づかう様子もなく、本能のままに熱の塊を打ちつけてくる。

        「あぁぁん、あぁぁん、あっ……」

        わたしは、敏也の腰の動きに合わせて喘ぐ。感じているフリをするのだ。はやく終わってほしい。気持ちよくない……。

        「あぁぁん、いい、あぁぁん、あっ、あっ、あんっ」

        敏也は、ストレスを発散するように抜き差しを繰り返す。自分の中に溜まったモノを吐き出すための行為。愛を確かめ合うモノではなく、敏也ひとりが快楽を味わう行動。

        結婚を前提の交際かもしれないけれど、、愛も優しさもない……こんな虚しい時間を過ごすだけなら……付き合っている意味がない気がする。

        わたしの腰をつかんで激しく揺すられる。敏也の熱の塊がだんだんと大きくなり、わたしは痛みさえ覚えていた。充分に潤う前に強引に挿れられて、内部がヒリヒリとする。しかも、一度では終わらない。わたしの体力が奪われて気を失いそうになっても、敏也は打ちつけるのだ。

        「あぁぁんっ」

        「ほら、もっと、もっと啼け」

        「ああっん、あーっ」

        敏也が壊れるほどわたしの中を突く。呼吸が荒くなり、動きが更に加速すると、やっと、達してくれた。

        「……はぁ、んっ……」

        動けないで倒れているわたしを置いて、敏也はスッキリとした表情でシャワーを浴びに行く。始まる前は少し優しくしてくれるのに、終わってしまうと呆気ない。女は終わった後にこそ、愛情を感じる生き物なのだ。

        水の流れる音が聞こえてくる。

        わたしはそっと瞳を閉じた。……本当に結婚できるのだろうか。女手一つで育ててくれた母に、温かい家庭を持ったところを見せて安心させてあげたい……。でも、その夢は当分叶わない気がする。

        ゆっくりと起き上がると下腹部に違和感を覚えた。セックスの快楽ってどんな感じだったのだろう……。

        下着を身につけて服に着替えてソファーに座った。

        頭をガシガシ拭きながら敏也が戻ってくる。

        「あれ、帰るの？」

        「……ちょっとやること思い出して」

        「そっか」

        嘘をついた。

        このまま一緒に敏也といたら、余計なことを考えて疲れてしまいそうだから。笑顔を作って立ち上がる。きっと、敏也はわたしの偽笑いなんて気がつくことはないだろう。わたしのことをきっと愛していないから……。

        「お疲れ様……じゃあ」

        わたしは、敏也の家を出るとタクシーに乗った。

        


        　

        　

    

    
        第一章　温もりと優しさを感じて……

        　

        今日は、彩奈とふたりで夜勤のシフトだった。深夜の見回りを行う。暗くなった廊下と病室にライトを持って、患者さんに変わった様子がないか確認をしていた。新人の頃は、この暗い廊下が怖くてたまらなかったけれど、気がつけば慣れてしまっている。この病棟は怪我をして手術を受け、一時的に入院している患者さんが多い。

        見回りを終えてナースステーションに戻ってきた。静まり返り、穏やかな夜だった。

        「先輩、ごめんなさい……。またミスしちゃいました」

        ナースステーションで患者の記録をパソコンに記入していると、後輩の彩奈が、しょぼんとしながらミスの報告にやってきた。わたしは、眉間にしわを寄せて軽くにらむ。

        「それ……先週も言ったでしょ？」

        「……はい」

        今年の四月に採用されてやってきた森杉彩奈は、二十五歳。高校卒業後、一度違う学校に行ったのだが、やはりナースになりたいと思い看護学校に入り直したらしい。他の新人ナースよりも少し年上なのはそういう理由があるからだ。

        いい子だが、ケアレスミスの多いドジっ子。一生懸命なところはあるが、そのやる気が空回りしちゃうタイプ。でも、反省を深く受け止めて前に進もうとしている姿を見ると、見捨てる気にはなれない。この子が一人前になるまで指導していこうと思っている。

        「しっかりしてね。ちゃんとメモして、今度はどうすれば同じミスをしないか。大事なことだから、気を引き締めて」

        「わかりました」

        彩奈は心底落ち込んだように頷く。椅子に座ると彩奈も患者の記録を入力し始めた。

        夜勤はふたりで対応することになっている。わたしはベテランと言われる立場になっており、後輩の指導もするようになった。彩奈の指導係なので夜勤もふたりで組むことが多い。

        「彩奈、一段落ついたら休憩しよう。お菓子持ってきたから」

        「はいっ」

        患者は寝静まっている。

        ナースコールが鳴ればすぐに駆けつけるけれど、さほど忙しくない病棟だ。夜勤の時間帯は比較的穏やかな時間が流れていることが多い。

        ナースステーションの一角に休憩スペースがある。簡易ベッドと冷蔵庫と靴を脱いで座れる空間があり、仕事が落ち着いている時間帯や、休憩はここですることになっているのだ。

        ふたりで休憩スペースに入り、ナースシューズを脱いで脚を崩して座る。彩奈と食べようと思って買ってきたチョコレートを並べると、彩奈は嬉しそうに瞳をキラキラとさせた。

        「これ、新作のチョコレート！」

        「美味しそうだから、ついつい、買ってきちゃった」

        「いただきます」

        形のいい口の中にチョコレートを入れる彩奈を見つめる。わたしと違って背が小さくて、細くて、本当にかわいい。小動物……、リスみたいな感じだわ。

        彩奈がニッコリと笑う。

        「先輩、これ、超、美味しいですよ！」

        「そう。よかった」

        この笑顔を見ると心が温かくなる。わたしはひとりっ子だ。もしも、妹がいたらこんな感じなのだろうか。

        「先輩も食べてください」

        「うん」

        甘くて美味しいチョコレートに、疲れが少し抜けるような感じがした。

        こんなに喜んでくれるなら、もっと美味しいモノを買ってきてあげたい。後輩に対してこんな気持ちになるなんて思いもしなかった。彩奈とは、馬が合うのかもしれない。

        「来週、慰労会ですね」

        「そうね」

        「先輩と一緒に飲みに行けるなんて嬉しいです」

        「わたしもよ」

        そう言って微笑みかけると、彩奈は顔を真っ赤にした。いつも怒ってばかりいるから、優しくされたことが嬉しいのかもしれない。

        「あの……慰労会って、ドクターも参加するのですか？」

        「来られる人は参加するみたいだけど」

        「池内ドクターは……？」

        突然、敏也の名前が出てきてドキッとしてしまう。冷静なフリをして彩奈の瞳を見ると、真剣な顔をしていた。もしかして、この子は敏也のことが好きなのだろうか。比較的誰にでも愛想のいい敏也だから、好かれやすいタイプだと思う。彩奈が敏也に好意を持っても何もおかしなことはない。

        「さぁ……？」

        「……」

        じっと視線を送られて、わたしはなんとか誤魔化そうと思って、横になる。

        「彩奈、ごめん。ちょっとだけ仮眠させて」

        「ちょっと、先輩？」

        目を閉じたわたしは、話しかけてくる彩奈の言葉を無視していた。

        敏也が付き合っていることを、公にしていいと言ってくれたらいいのに……。結局、先日会った時もうまく言いくるめられてしまった。「その時が来たら……、盛大に言いたいんだ」なんて言われたのだ。

        彩奈には、敏也のことが好きなのではなく、ただ単に、交際していることに気がつかれている気がする。

        わたしは、自分の母親のことを思い出していた。誰よりも心配してくれるお母さんの願いは、わたしがしあわせだと思えることだと言っていた。結婚をして欲しい気持ちもあるし、孫の顔をみたいけれど、自分のしあわせを優先させてほしいと……。

        自分にとってのしあわせって何なのだろう。結婚してくれるかもしれないイケメンドクターと交際しているこの状態は、幸福と言えるのだろうか……。

        最近、何が正しいのかわからない。

        　

        ◇　◇　◇

        　

        慰労会当日になり、勤務を終えたわたしたちは、着替えを済ませて居酒屋へ向かう。

        彩奈とわたしは、他愛のない話をしながら病院から歩いていた。

        十一月になり空気が冷たくなってきている。木枯らしが舞い、余計に寒い感じがした。

        「寒いですね……」

        「だね」

        「でも、あたし、冬が好きなんです。いっぱい、イベントあるじゃないですか？　イルミネーションもキラキラと輝いていて綺麗ですし！」

        「そうだね」

        楽しそうに話してくれる彩奈を見ていると、わたしまで楽しくなってしまう。あっという間に到着した今日の会場は、イタリアン居酒屋。女性が好きそうなお洒落なところだ。白と茶色の椅子とテーブルが並び、オレンジ色の照明が温かさを感じさせてくれる。ナース仲間の中に店を選ぶセンスがいい人がいるので、いつもおまかせなのだ。

        今日は、ドクター達は忙しいらしく慰労会には参加しないことになっていた。ナースばかり七名でワイワイ楽しく飲む。

        明日は休みだからついついお酒が進んでしまう。甘めの赤ワインを煽る。彩奈も愉快そうに飲んでいるようで、わたしはホッコリとした気分で飲んでいた。

        三時間コースでの慰労会は、あっという間に終わってしまう。二次会は近くのカラオケに移動して普段のうっぷんを晴らすように、歌って、飲んで、騒ぎまくった。うちの職場のナースは仲がいい。働きやすい環境に感謝している。

        カラオケを終えて外に出ると、彩奈は足元がフラフラしているように見えた。

        「大丈夫？」

        「はいぃ。楽しくて、ちょっと飲みすぎてしまいました……」

        「仕方がないわね」

        そう言ってわたしは、彩奈を送っていくことにした。職場の仲間に手を振り、タクシーを拾う。彩奈は酔っ払っているけれど、道案内はできていた。

        車を走らせて二十分で到着した彩奈のマンション。

        無事に部屋まで送り届けることができて、安心する。

        「じゃあ、またね」

        「あ、待ってください」

        帰ろうとするわたしの腕をつかむ。どうしたのかと見下ろすと、彩奈は眉間にしわを寄せて心配そうな表情をしていた。

        「先輩、遅いから泊まってください」

        「タクシーで帰るから大丈夫よ」

        「でも……、せっかくなので……。先輩ともっと語りたいですし」

        少々、甘えたような口調に胸がキュンとしてしまう。こんな風に甘えられたら、もっと、一緒にいたくなる。彩奈とゆっくりと話せるせっかくの機会だ。今夜は泊まらせてもらおう。

        「じゃあ、お言葉に甘えて」

        「どうぞ、どうぞ」

        玄関に入ると、シューズボックスの上にはプリザーブドフラワーが置かれていた。

        「綺麗なお花」

        「就職祝いに友人からプレゼントしてもらったんです。さぁ、どうぞお入りください」

        「お邪魔します」

        ネイビーのソファーとカーテンが目に飛び込んできて、家具は白で揃えられている。もっと、女の子らしい甘い雰囲気の部屋なのかと思っていたけれど、意外にもシンプルだった。　二ＤＫの部屋は綺麗に片付けられていた。

        「すごく綺麗にしてるのね」

        「ありがとうございます」

        ソファーに座ったわたしに彩奈が紅茶を出してくれた。

        しばらく、仕事のことを語り合い、気がつけばかなり時間が過ぎていた。彩奈といるとつい時間を忘れてしまう。

        「そろそろ寝ようか」

        「お風呂、どうします？」

        「借りていいなら入ろうかな」

        「一緒に入りましょ」

        ニッコリと笑って普通のことのように言われる。一緒に入るのは嫌じゃないけれど、ちょっと躊躇してしまう。温泉に行っているなどと事情が違う。

        「時間も遅くなっちゃいますし。ね？」

        「うん」

        まあ、一緒に入ってしまったほうが時間短縮になるだろうと、わたしは彩奈と一緒に入ることにした。

        お互いに裸になると、ついつい相手の体を見てしまう。

        彩奈は肌が白くてまだ若さがあふれている体をしていて、なんだか羨ましい。胸は手のひらにすっぽり収まるサイズで、ぷりんと弾力がありそう。乳頭の色は少しだけ濃い目。形がいい胸をしている。

        「若いって羨ましい」

        「先輩だってまだまだ若いじゃないですか」

        彩奈がバスルームの扉を開いて中に入った。続いて、わたしも入る。

        そんなに広くないバスルームにふたりで立つと、シャワーを出した。湯気で白くなってきたので、お互いの体がハッキリ見えなくなり、恥ずかしさが少なくなる。

        体をボディーソープで洗う。髪の毛を洗うとわたしは上にゴムでまとめた。彩奈はボブだから洗いっぱなし。

        「湯船に浸かりましょう」

        「ええ」

        ふたりで入るのはちょっぴり狭いけれど、我慢できるほどの広さだ。彩奈のお気に入りのラベンダーのバスソルトを入れてくれた。

        「いい香りだね」

        「はい。癒やされますよねっ」

        ゆっくりと浸かっていると、彩奈が擦り寄ってきた。どうしたのかと思って横を向く。

        「先輩って、おっぱい大きいですよね」

        「そ、そうかな」

        女の子って、なぜか、他の人の体のことを気になる。学生の頃も、誰がスタイルいいとかよく噂をしていた。

        クラスに胸の大きい子がいて、その子も女の同級生に胸を触られていたことを思い出す。友達と触れ合って誰がいちばん柔らかいと談義したことを思い出した。

        どうして、女なのに女の体に興味があるのだろう。

        女って、かわいい物が好きだから、他の女の子にも興味があるのかもしれない。

        「ちょっと、触ってもいいですか？」

        「……いいけど」

        彩奈が人差し指で胸の膨らみをツンツンとしてきた。なんだか、くすぐったい。

        「わぁ、柔らかい」

        「……ありがとう」

        「あの、胸を寄せて谷間を作ってもらえませんか？」

        「こう？」

        腕を寄せると胸の谷間ができる。彩奈は満面の笑みを向けて、谷間に指を挟んできた。

        「すごいです。立派で美しいです」

        谷間にある指を彩奈はなかなか離してくれない。ムニムニと弾力を楽しんでいるように見える。さすがにくすぐったくなってきて、体をよじった。

        「彩奈、もう、駄目っ」

        「どうしてですか？　感じちゃいました？」

        じっと見つめられたせいで恥ずかしくなり目をそらす。感じるなんて……。いや、実はちょっとだけ気持ちいいと思ってしまった。わたしったら、どうしちゃったのかな。

        「そんなわけないでしょ。女性同士なんだから」

        でも、本当のことを言えなくて誤魔化す。

        「そんなの関係ないですよ」

        彩奈が顔を寄せてきてニッコリすると、わたしの頬にチュッとキスをした。妙な気分になりわたしは固まってしまう。

        頬にされたキスは唇へと移動してきた。どうしていいのかわからず、逃げることができない。あっという間に、わたしは彩奈にキスをされていた。

        女の子とキスしたのは初めてだった。こんなにも柔らかいなんて感動してしまう。彩奈は唇を割って舌を差し込んでくる。さすがにこれ以上は酔っ払っていたとしても、マズイ。引き剥がそうとしたのに、舌を絡め合わせると気持ちよくなってしまい、力が入らなくなった。

        クチュ、クチュ――。キスの濡れた音がバスルームに響いて、なんだか淫らだ。

        「んっ……」

        思わず甘ったるい声が鼻から抜ける。

        彩奈はキスをやめてくれず、執拗に舌を絡めてきた。気を取られているうちに胸を揉まれている。細くて繊細な指で優しく揉みほぐすように……。つい、敏也と比較してしまう。彼は、こんな風に優しく揉みしだいてはくれない。

        胸の先がツンっと尖り体が敏感になっていた。どうしよう、変な気分になってきた。後輩と、しかも、女の子とこんなことをしてもいいのだろうか。

        コリッと彩奈の指がわたしの赤く膨れ上がった乳頭をつまむ。甘い痺れに、体がピクンと跳ねた。

        「先輩、感度いいんですね。かわいい」

        耳元で囁かれて背筋がゾクッとする。

        困惑しつつも彩奈に視線を送ると、彩奈は口元をクイッとしてニッコリとした。お湯の中に入っているせいか、体が火照って仕方がない。

        彩奈は、わたしの乳頭をつまんだり、撫でたり、指で軽く引っ掻いたりして、弄ることをやめてくれない。

        「あぁっんっ……」

        「先輩、いいですよ。もっと、気持ちよくなってください」

        こんなにかわいい顔をした彩奈が淫らなことをしてくる。信じられないけれど、敏也に触れられるよりもずっと気持ちがいい。

        「のぼせちゃいますね……」

        わたしと彩奈は浴槽から出た。わたしを浴槽の縁に座らせると、彩奈がまだ続きをしようとする。

        「先輩の乳首……かわいくて、美味しそう」

        甘ったるい声で言うと、彩奈はわたしの乳頭をペロッと舐めた。ゆっくりと、ねっとりと乳頭を絡め取るように舌を動かす。なんとも言えない甘美な刺激に声がもれてしまう。

        「あぁぁん……っ、あっ……」

        チュッチュと音を立てて吸い付かれ、もう片方の乳頭は指でつままれて、拗じられる。まだ胸しか触れられていないのに、たまらない快楽に襲われていた。キツく摘まれたかと思うと、次はすごく優しく舐められる。

        「はぁんっ、んっ」

        自分の感じている声がバスルームに響いて、恥ずかしい。こんなに敏感になってしまうなんて自分が自分じゃないみたい。

        太ももの間がぬるりとしてきた。まさか、感じて蜜があふれてきているのかも。彩奈に気がつかれたくなくて太ももをすり合わせる。

        すべてお見通しという感じで彩奈はニッコリとし、次の瞬間、乳頭を甘噛した。

        「あぁぁん、あぁぁん、もうっ……んっ」

        喘げば喘ぐほど彩奈は淫らな動きを止めてくれない。腰が勝手に動いてしまう。

        どうしよう。乳首にしか触れられていないのに、イッてしまいそう……。

        「あー、先輩……。すっごく、いやらしい顔になってきた……。こうすると、もっと気持ちがいいんですよ」

        そういうと、彩奈は自らの胸をわたしの胸になすりつけてくる。柔らかい胸の感触にうっとりしてしまう。コリコリと尖った乳頭をこすり合わせると、とんでもない快楽に襲われてしまう。

        「はぁ……ん、先輩、気持ちがいい、ですねっ……」

        「あぁぁん、うんっ、いいっ……、あぁぁん、いやぁあっ！」

        頭が真っ白になる。

        激しい快感に、わたしは達してしまった。

        「先輩……イッちゃったんですか？　まだ、おっぱいにしか触ってないのに……」

        クスクスと笑うと彩奈は顔を寄せてきてキスをしてきた。

        「風邪引いちゃうので、とりあえず上がりましょうか」

        フラフラする……。

        　

        バスルームから上がって、彩奈のＴシャツを借りてソファーに座っていると、ドライヤーで髪を乾かしてくれる。彩奈は髪の毛に触れているだけなのに、わたしの体は興奮を覚えてしまったようで、胸がドキドキした。

        髪を乾かし終えると彩奈は自分のボブヘアーをさっと乾かす。

        そして近くに来て上目遣いをされた。

        「先輩……。もっといいことしませんか？」

        「……」

        イケないことを誘われているのに、なぜか否定できなくて……。

        わたしは無言で頷いた。

        　

        ふたりでベッドルームに行くと、そっと寝かされる。大事な物を触るような優しい触れ方に身を委ねてしまいたくなった。

        彩奈から借りたスウェットのズボンを脱がされてしまう。彩奈は太ももに何度も丁寧にキスをしてくれる。羽毛で全身を撫でられているようないい気持ち――。

        「んっ……」

        チュッとリップ音を立てて時折吸い付かれる。

        大きく脚を開かれてじっと大事なところをショーツの上から見つめられた。彩奈の瞳は潤んでおり、好奇心に満ちている。

        「そんなに真剣に見ないで」

        「……ついに先輩のココを見ることができるのだと思ったら感動してしまって……」

        ついにということは、彩奈はかなり前から、わたしとこういうことをしたかったのだろうか。

        ショーツの上から秘部にキスをされる。温かい彩奈の吐息がかかり、体が震えていく。彩奈はショーツが汚れてしまうからと、スルリと脱がせてくれた。

        大きく脚を開くと空気にさらされてスーッとする。彩奈が触れてくるのを期待しているが、なかなか触ってくれない。

        内ももにキスをしてペロペロと舐めてくる。それだけでも、気持ちよくて蜜があふれてくるのがわかった。

        焦らされるたびに腰が揺れてしまう。すると、彩奈がクスッと笑った。

        「先輩、腰がエッチに動いています」

        「だって……」

        「かわいい……です……」

        彩奈が自分の着ているものを脱いで生まれたままの姿になると、体をピッタリと寄せてきた。女の子の肌って柔らかい……。触れ合っているだけで気持ちいい。

        わたしの上に彩奈が乗っかってきて胸を押し付けてくる。全身をマッサージされているみたい。

        「先輩、あたしの胸も触ってみてください」

        「うん」

        自分が気持ちよくしてもらうだけじゃ申し訳ない。それに彩奈の胸がかわいらしくて触れてみたくなった。

        起きあってふたりで向かい合って座る。おそるおそる手を伸ばして彩奈の胸の膨らみに触れる。小ぶりだけれども手にすっぽり収まって揉みやすい。柔らかくていつまでも揉んでいたいような不思議な気持ちになる。

        「あっ、ん……、先輩……あんっ……気持ちいい……あぁっ」

        かわいい声で喘がれると、わたしの胸の奥がキュンとした。女の子相手にこんな気分になってもいいのだろうか……。

        彩奈もわたしの胸を揉んでくる。お互いに揉み合ってキスをして……。とろけてしまいそうなほど甘い空気が漂っている気がした。

        横になったわたしの胸に吸い付きながら、彩奈はわたしの秘部にそっと触れる。包み込むように触ると揺すられ刺激を与えられる。こんなに優しく撫でられたことがない。刺激が強いほど気持ちいいのがセックスだと思っていたけれど、違う。

        丁寧にほぐされていくほうが、快感が大きいことに気がついた。

        「あぁぁんっ……はぁぁんっ」

        「先輩……、もっと、乱れていいんですよ……。あたししか見ていないですから……ほら」

        彩奈がわたしの恥ずかしい粒を中指で撫でてくる。ビリビリと体に甘い痺れを起こし、腰が勝手に動いてしまう。同時に与えられる胸への刺激と連動して、蜜がとろりとあふれてくるのがわかった。蜜壺の入口に彩奈の指が入り蜜を掬うと、恥ずかしい粒に塗りつける。

        「あっ、あっ……ん、あぁぁん、あっ……」

        上下に動かされると硬くコリコリになっていく。その恥ずかしい粒を彩奈は「かわいい」と言いながら愛でてくれる。

        「あっ……んっ」

        脚の間に入ってきた彩奈が身を屈めて、秘部に顔を寄せた。秘裂を指で開くと、隠れていた恥ずかしい粒が露わになる。

        「いやぁっ」

        「先輩、コリコリ……」

        ペロッと長い舌を出して秘粒を舐められた。強すぎる快楽に一気に体温が上昇する。女の子の柔らかい舌と唇で弄られるのってたまらなく気持ちがいい……。

        小刻みに舐めていた舌は、秘部全体を舐めるような大きな動きになっていく。かわいい彩奈に自分の大事なところを舐められているのだと思うだけで、ハチミツのような愛液がとろとろとあふれてしまった。

        「ヒクヒク……していますよ？」

        「……言わないで」

        蜜壺に彩奈の舌が差し込まれる。顔を動かして抜いたり挿したりを繰り返す。卑猥な香りと、濡れた淫らな音に包まれてわたしは達してしまいそうになった。

        「あっぁ、んっ……もう、駄目、彩奈……っ、あぁぁんっ……、ああっっ」

        頭が真っ白になり、パチンと何かが弾けた。あふれる蜜をジュルジュルと吸い上げられる。

        「あぁぁっ、ああっ……、駄目、イッちゃったから……嫌ぁっ」

        ようやく秘部から唇を離してくれた彩奈だが、ニヤリとしていた。呼吸を見出しながら彩奈を見つめると、彩奈が人差し指と中指をわたしの口元に持ってきた。

        「先輩、本当に足りていますか？　この指で奥をかき混ぜてあげますよ？」

        「も、もう、充分よ……」

        「ほら、舐めて」

        口の中に彩奈の指が入ってくるから、反射的に舐めてしまう。男の人の熱の塊を舐めるのは得意じゃないわたしだけど、彩奈の指は抵抗なく舐められる。

        わたしの唾液がたっぷりと絡まった彩奈の指が、蜜壷へと沈んでいく。

        「あっ」

        濡れてすごいことになっているので、抵抗なく彩奈の二本の指が入った。

        「わぁ、狭い……。先輩の中……キツくてかわいい」

        奥まで入ると彩奈はわたしの気持ちがいいところをあっという間に見つけた。

        敏感で感じやすい部分を、円を描くようにグルグルと回される。グチュグチュと淫らな音がだんだんと大きくなっていく。恥ずかしくて、どうしいたらいいのか、わからない。

        「はぁぁん、あっ……んっ」

        快楽に体が包み込まれていく。

        男性のモノよりも、細くて繊細な彩奈の指のほうが、ずっと気持ちがいい……。抜いたり、挿したりを繰り返され、親指で秘粒を潰される。

        わたしは、快楽に耐えるために、シーツを握りしめて腰を揺らす。

        「あぁぁん、いい、あぁぁん、すごい、あっ……んっ」

        あまりにも感じすぎて、連続で達してしまう。

        体が跳ねると、彩奈は嬉しそうに笑った。

        「感じてくれて、嬉しいです」

        「……ごめんなさい、何度も……」

        喘ぎすぎて声がかれてしまっている。

        「いいですよ。嫌なこともぜーんぶ、忘れちゃうような素敵な時間をこれからもふたりで過ごしましょうね」

        思わず、わたしは頷いた。

        何度も、達してしまうわたしに彩奈は愛らしい笑みを浮かべてくれた。

        すっかり体力を奪われ呆然としていると、彩奈がベッドから離れていく。セックスの後にひとりぼっちにする敏也を思い出した。

        彩奈が洗面器を持って戻ってくる。

        「綺麗にしますね」

        「えっ？」

        体を濡れた温かいタオルで拭いてくれた。丁寧に、大事な物を磨くように……。

        こんなに大切にしてくれる彩奈をじっと見つめると、拭き終えたようで、ニッコリと笑ってくれた。そして、布団をかけてくれる。

        「先輩、初めてなのにハードにしちゃってごめんなさい……」

        おでこにチュッとキスをされた。

        こんなにも穏やかな気持ちになるなんて……。わたしはよほど、敏也に冷たくされていたのだろうか。まぶたがだんだんと重くなってくる。起きていられなくなって、そのままわたしは深い眠りについた。

        　

        ◇　◇　◇

        　

        朝になり目を覚ますと、わたしにピッタリとくっついて眠っている彩奈が目に飛び込んできた。昨夜のことを思い出して顔が熱くなる。

        小動物みたいにかわいらしい彩奈が、あんな風に淫らでセクシーに変身しちゃうなんて……。ギャップに胸がドキドキするのがわかった。このまましばらく布団の中でゆっくりしていたい気分になる。

        敏也とセックスした次の日の朝は疲れてダルい感覚なのに、今日は体がスッキリしていた。不思議……。

        起き上がってベッドから抜け出そうと思った時、彩奈に腕をつかまれる。

        「おはようございます」

        「おはよう。ごめん、起こしちゃった？」

        「大丈夫です」

        ニッコリとした彩奈が起き上がると、ボブの髪の毛が跳ねていてかわいい。思わず、クスッと笑ってしまう。

        彩奈はキョトンとしてわたしを見つめた。

        「寝癖が」

        「あぁ、ボブだとけっこう、跳ねちゃうんですよね～」

        わたしは彩奈の髪の毛に手を伸ばして撫でた。彩奈は、わたしに触れられると気持ちよさそうに欠伸をする。まるで、子猫みたい。

        「ありがとうございます」

        「いいえ。じゃあ、今日は用事があるからそろそろ失礼するわね」

        「……はい……」

        ベッドから抜けて着替えを済ませた。

        家に戻ろうとすると、彩奈が寂しそうにする。

        あんなに破廉恥な行為をしたのに、普段と変わりなくいつもの彩奈に見えた。意識しすぎていたのは、わたしだけなのかな。

        「彩奈……ひとつ聞いていい？」

        「はい」

        「いつも、その……女の子と、その……、ああいうこと……してるの？」

        彩奈は、ハッとしたように顔を向けて首を横に振った。

        「誰とでもするわけないです！」

        キッパリと言われて、どこかホッとする。彩奈は、わたしを先輩として慕ってくれているのだろうか。

        「そうか……。なんか、ありがとう」

        「いえ。こちらこそ、ありがとうございました。先輩、またいつでも遊びに来てください」

        「うん。彩奈も、うちに遊びにおいで」

        「はい、ありがとうございます」

        満面の笑みを向けてくれる。

        彩奈のマンションを出ると、空は秋晴れだった。わたしは駅に向かって歩き出す。

        女の子と触れ合ったことは、普通じゃないことのように感じたけれども……。こういうのもありなのかもしれない。べつに、悪いことをしたわけじゃないのだから、気にすることはないよね。

        


        　

        　

    

    
        第二章　しあわせって何？

        　

        彩奈との関係を持ってから数日が過ぎていたけれど、特に変わったことはない。職場で彩奈とわたしの関係は先輩・後輩のままだし。敏也とも関係は続いている。

        ただ、彩奈と触れ合った日のことは忘れることができない。あんなに気持ちがいい経験をしたことがなかった。思い出すだけで体中の血液が沸騰してしまうような気がした。あまり考えないようにしなきゃ……。また、触れ合いたくなってしまう。

        昼休憩を終えたわたしが職員用のお手洗いで、ひとりでメイクを直していると、彩奈が入ってきた。わたしの姿を見るとニッコリと満面の笑みを向けてくれる。

        「お疲れ様です」

        「お疲れ様」

        彩奈のことを考えていたら、本人が入ってきてドキッとした。

        化粧を直しながら、今度は敏也のことを考える。

        敏也は、相変わらず浮気をしているようで……。彼のことを考えると、胃痛がする。

        先日、医局に書類を持っていく用事ができて敏也の部屋に行った時に、それらしき現場を目撃してしまったのだ。

        コンコンとノックをするが返事がなく、ドアを開けようとしたら、鍵がかけられていた。不在なのかと思って戻ろうとした時、ガタンと中から物音がした。敏也がいるのだと確信したわたしは、ドアをもう一度ノックしてみる。すると、中から出てきたのは医療機器メーカーの営業に来ているスーツ姿の女性だった。

        「申し訳ありません」

        頭を下げて足早に去っていく。その女性のブラウスのボタンが掛け間違えているのを、わたしは見逃さなかった。

        「失礼します」

        敏也の部屋に入ると、空気が湿っているように感じた。

        「お、おお。どうした？」

        いつも余裕たっぷりの敏也が少しだけ動揺しているように見えた。責めるつもりはないから、黙って書類を渡す。

        「……あの子さ、俺のこと好きみたいで」

        突然、自分から話しだしたので、わたしは呆れてしまった。

        「敏也さんは魅力的な人だもんね」

        「でも、嫁にしようと思っているのは、麻紀子だから」

        わたしは、書類を渡すと何も答えずに医局を出た。

        あの日のことを思い出すと、かなり気分が悪くなる。

        　

        「はぁ……」

        思わずため息をついてしまうと、彩奈が心配そうにわたしのことを見ていた。そして、ゆっくりと近づいてくる。

        「池内ドクター、浮気症ですよ。先輩にはもったいないです」

        彩奈の言葉にハッとして、彩奈のほうを見る。まるでわたしの思考が見えていたかのように、敏也のことを言われて驚いた。付き合っているとは、ハッキリ教えていないのに、彩奈には気がつかれているみたいだ。

        「あたし、先日の仕事帰りに池内ドクターとエレベーターが一緒になったんです。そこで、かわいいねとか言われて……。これから一緒に食事に行かないかって誘われたんです……」

        わたしの後輩だと知っていて声をかけるなんて、信じられない。彩奈は、ムッとしたようにその日のことを思い出しているような表情をした。

        「そうだったの」

        「はい……」

        彩奈がわたしを慰めるようにそっと抱きしめてくれる。もしかしたら、誰か入ってくるかもしれないのに、わたしは、彩奈に抱きしめられて安心してしまった。心からホッとして、胸がキュンとした。そして、チラッと鏡を見ると顔が真っ赤に染まっていた。

        彩奈はニコッとしてわたしから離れると化粧を直す。わたしも口紅を塗り直そうと鏡を見つめると、まるで恋する乙女のような表情をしている。

        彩奈にドキドキしてしまったの？

        相手はれっきとした女の子なのに……？

        今まで自分の恋愛対象は男性だったのに、こんな気持ちになることってあるの？

        自分の中に湧き上がってくる気持ちに整理ができなくなり、混乱してしまう。敏也と過ごしている時よりも、自分らしくいられる。どっちといる時がしあわせかと聞かれると、間違いなく彩奈だと思う。

        「先輩？」

        「ん、うん？」

        「遅れちゃいますよ」

        「そ、そうね」

        動揺が彩奈に知られないように、口紅をつけて、病棟へと戻った。

        　

        ◇　◇　◇

        　

        昼休憩を終えてナースステーションで処置の準備をしていた。ふと彩奈を見ると、テキパキと準備をしている。ついこの前まで怒ってばかりだったのに、明らかに彩奈は成長しているように見えた。

        「森杉さん、例の件どう？」

        看護師長から話しかけられた彩奈は、要点をまとめて簡潔に答えている。

        いつまでも、わたしの指導社員じゃないのだと思うと、ちょっぴり切ない。子供が巣立っていくような親の気持ちってこんな感じなのかな。

        看護師長と話し終えた彩奈は、処置の準備を手際よく終えると、パソコンに向かって患者記録のチェックをしている。処置に行く前にかならず患者の様子を記録で確認してから向かうことと教えた通りに彩奈は動いている。

        「では、処置行ってきます」

        ナースステーションを出て行く彩奈の後ろ姿をじっと見つめていた。

        　

        午後三時。

        今日の病棟は大変なことが起こることもなく、穏やかな時間が流れていた。

        サンルームに患者さんが集まって、テレビを見たり、読書をしたり、思い思いにのんびりと過ごしている。

        ナースは時間がある時は患者さんとコミュニケーションを取ることも大事な仕事のひとつ。

        見回りを兼ねて歩いていると、サンルームから楽しそうな笑い声が聞こえてきた。男女問わず患者さんに囲まれている彩奈を発見する。

        「ちょっと、そんなの関係ないですよ」

        「彩奈ちゃんらしいなーと思って」

        患者さんにも彩奈ちゃんと呼ばれていて可愛がられている。今までも退院していく患者さんの中にも、彩奈ちゃんにと言ってお菓子を置いていく人が多々いた。

        人懐っこい性格で、とにかく明るい。黙っていても人に囲まれていく。彼女の持っているいいところなのだろう。

        「ほんと、彩奈ちゃんと話すと元気が出るわ」

        転んで腕の骨を折った婦人がニッコリしながら話している。他のナースには愛想が悪い人なのに、彩奈には心を開いているようだ。

        「ありがとう。こっちが元気をもらっていますよ。面白い話いっぱい聞かせてくれて、すっごく、勉強になるの」

        「あら、そう？」

        彩奈は、本当にいいナースだ。

        色々と怒ったけれど、ちゃんと成長しているし心配ないなぁ。心が温かくなって、わたしはその場からそっと歩き出そうと振り返る。

        「わっ」

        「わって……バケモノを見て驚いたような反応するなって」

        敏也がそこにいたことに、気がつかなくて驚いてしまった。午前の外来当番だった敏也は、午後は病棟に来て見回りをしているようだ。

        「お、お疲れ様です」

        「麻紀子、すげぇ優しい瞳をしてたな」

        「……かわいい後輩だからね」

        「麻紀子に手塩にかけて育てられたらいいナースになるな」

        「……あ、ありがとうございます」

        心の中で、彩奈には手を出さないでと思ってしまう。敏也なんかに、彩奈は遊ばれちゃいけない。

        「明後日……空いてるか？」

        「たぶん、何もないと思うけど……」

        「最近、忙しくてなかなかゆっくり会えていなかったから、飯でも行く？」

        これは、会いたいという口実を使ってセックスがしたいのだと思った。敏也いわく、わたしの抱き心地はいいらしい。それなら、浮気をせずにわたしのことだけ抱けばいいのに。他の女性と関係を持ってスリルを味わいたいのだろうか。それとも、自分がどこまでモテるのか知りたいのだろうか。

        「わかったわ。開けておく」

        「じゃあ」

        スーツの上に着ている白衣をなびかせて去っていく後ろ姿はかっこいいけれど、敏也との未来は見えない。最近、見たくないとさえ思ってきた。彼の悪いところしか見ることができないのだ。

        わたしは……敏也のことを愛していないの？

        もっと、大事な何かがある気がしてならなかった。

        　

        ◇　◇　◇

        　

        今日は、そんなに忙しくない一日だったので、定時で上がれることができた。少し時間に余裕があるなぁ、なんて思いながら更衣室に向かう。

        更衣室で着替えはじめると、彩奈が入ってきた。

        「そんなに忙しくない日でしたね」

        「そうね」

        他愛のない話をしながら、一緒に着替えている。

        今日は、敏也とのデートだからいつもより綺麗系の格好だ。ボルドーのベロア生地のワンピースにヒールを合わせてきた。敏也に付き合ったはじめの頃にプレゼントしてもらったピアスをつけた。彼に喜んでもらえるように自分のできる努力はするようにしている。ほのかに香るようにコロンをつけていると、彩奈が話しかけてくる。

        「デートですか？」

        「ま、まあ」

        「ふーん」

        明らかに不機嫌そうな表情をされた。どうしたのだろうかと思って、彩奈を見る。

        「せっかく、同じ時間に上がれたので一緒にご飯食べに行きたかったのになぁ。なーんて、楽しんできてくださいね」

        「ありがとう。お先に」

        更衣室を出て社員連絡口から外に出ると、頬を刺すように風が冷たい。クリスマスも近づいてきているけれど、敏也と一緒に過ごすのかな……。なんてぼんやり考えながら歩きはじめると携帯が鳴る。

        「もしもし」

        『麻紀子、ごめん……急用できちゃって』

        「……そう」

        仕事なのかプライベートなのかは聞かない。プライベートであっても敏也は仕事だと平気で嘘をつくような人だから。前にもこんなことがあったのだ。噂で敏也が合コンに行ったと耳に入ったことがあり、何気なくその日がいつか手帳を見ると、わたしとデートを約束していた日だったのだ。

        きっと、今回も仕事ではなく似たようなことなのだろう。

        「お仕事……だよね？」

        『あ、ああ』

        「じゃあ、仕方がないわね。また、時間ある時に連絡ちょうだい。頑張ってね」

        電話を切ると、わたしは深いため息をついた。

        仕事じゃなく、他の女性と会う約束でもしていて、予定が重なってしまったとか？

        わたしは、結婚相手だからという理由で大事にされていないことに、気が付きはじめている。

        「先輩……ごめんなさい。話、聞こえちゃいました」

        後ろから彩奈に話しかけられて、びっくりして振り返る。

        「あぁ、彩奈……」

        わたしが苦笑いをすると、彩奈はニッコリとして「ご飯行きましょう」と誘ってくれた。

        　

        病院近くにある居酒屋へふらりと入ると、半個室のようなテーブル席に通された。ビールで乾杯をする。

        「付き合ってるんですよね？」

        もう、ここまできたら彩奈には敏也との交際を隠す必要はない。

        「うん。でも、人には言うなって言われているから、秘密にしてね」

        「わかりました。でも……どうして、秘密にしなきゃいけないんですか？」

        「それは……」

        敏也に言われたことを簡単に説明すると、彩奈は明らかにムッとした。

        「……そんなの、都合のいいように遊ばれているとしか思えません」

        「心配してくれてありがとう」

        注文したものが運ばれてきた。彩奈は納得ができていない様子だったけれど、自分ではどうすることもできずにごめんなさいと言ってくれた。なんて、いい子なのだろう……。

        料理をつまみながら、わたしと彩奈は語り合う。

        「彩奈がナースになったキッカケって、何？」

        「母親がナースの仕事に一生を捧げたのを見て育ち、自分も立派なナースになりたいと思ったんです。でも、あたし、頭悪くて……。看護学校に入れる学力がなかったんです。ある時、あぁ努力してなかったなーって、ものすごく反省して。できるところまで頑張ってみようって思って、チャレンジして……。今に至っています。他の人よりもスタートが遅いですけど……、挫折を経験したおかげもあり、強みになっています。今は、一生懸命この仕事を頑張ろうって思っているんです」

        後輩の姿勢をみてナースという職業にやりがいを感じ、一生を懸けるだけの仕事だと気付く。

        わたしは、はやく結婚することを夢見ていて、大事なことを忘れていたかもしれない。

        本来はドクターになりたかった。でも、ドクターになるほど、経済的に恵まれてなかったので看護学校に行くことにしたのだ。医者を目指していたわたしにとって、看護学校の受験は容易いもので、学生の頃の実習は厳しかったけれど、さほど苦労はしなかった。

        実際にナースになり、仕事の経験をしていく中でこの仕事の尊さと、やりがいを学んだ。そして、この仕事は本当に素晴らしいと思えたのに……。いつしか、初心を忘れて結婚への憧れが強くなっていたかもしれない。パートナーがいて励ませ合える関係であればいいことだと思う。でも、今のわたしと敏也の関係はなんだか違う気がした。

        ビールを飲んでわたしは深く頷く。

        「彩奈……、ありがとう」

        「へ？　何がですか？」

        「わたしも初心に帰って頑張ろうって思えたの」

        ニッコリと微笑むと、彩奈も嬉しそうに笑ってくれた。

        　

        居酒屋を出ると、わたしは自分の家に彩奈を招いた。

        リビングにあるソファーに並んで座りまったりと過ごす。

        「先輩のお家にいるなんて夢みたい」

        「そう？　いつでも遊びに来ていいわよ」

        「そんなこと言ったら、本当に来ちゃいますよ」

        彩奈が冗談っぽい口調で言うと、顔を近づけてきた。自然の動きでキスをされる。わたしは、彩奈を家に連れてくるとこんなことになるのだと予想はついていた。それでもいいと思っていた。

        唇が離れるとその瞳は、色っぽく変わっている。

        「彩奈は……、男の人とこういうこと……しないの？」

        ワンピースの上から胸を揉みはじめた彩奈に質問をしてみる。そして、少し考えるような表情を見せた。

        「先輩は、太くて硬いモノがなきゃ……嫌？」

        その質問にわたしは頭をひねる。

        今まで付き合ってきた人は男性ばかりだった。だから、必然的に男根がある前提のセックスだったのだ。ひとつ言えることは、彩奈には男性の象徴はないけれど、いちばん快楽を与えてくれて、しあわせな気持ちになれる。

        「ううん。嫌じゃない」

        「よかった。ね、先輩のベッドに一緒に行きたい……」

        甘えてくる仕草がかわいくて仕方がない。断ることもなく、わたしは自分のベッドに彩奈を招いた。

        ふたりとも服を脱いで下着姿になる。彩奈は水色のレースの下着。わたしは、ピンク色。

        「あたしはね、男の人とお付き合いしたことあるけれど、いっぱい浮気されて悲しくて……。今は女の子しか愛せないんです」

        「そうだったのね」

        悲しそうに笑った彩奈がわたしを寝かせて、体にキスを落としていく。肌と肌が触れ合うだけで柔らかくて気持ちがいい。

        「はぁん、あぁぁん」

        「んっ……あぁぁん、んっ」

        ふたりとも甘い喘ぎ声を出して、お互いの胸を揉み合う。ブラジャーを外されたので、わたしも彩奈のブラジャーを外す。胸をこすり合わせると、胸の先端がコリコリと敏感になっていく。

        「ね、先輩……。舐めて」

        「うん」

        仰向けになっているわたしの口元に胸を近づけてくる。小ぶりの胸にあるポチっとした乳頭がかわいくてたまらない。できるだけ舌を出して舐めると、彩奈は気持ちよさそうにする。

        「はぁ、先輩……上手、エッチで……すっごく、気持ちいい……、はぁんっ……」

        チュッチュと吸いつくと、どんどんと、硬くなっていく。彩奈の感じている吐息を聞くと自分も淫らな気持ちになり、腰が揺れてしまう。

        「あぁぁん、先輩……、あぁぁん、いいっ」

        ふたりとも腰を振りながら快楽に浸る。彩奈は、わたしが舐めたことが嬉しかったみたいで「お礼」と言うと、わたしの胸を舐めてくれた。乳頭の根本から先端に向かって丁寧に舐めてくれる。ビリリと快感が体を駆け抜けていく。

        「あっ……、んっ……、あぁぁんっ、彩奈……、んっ」

        ねっとりとゆっくりと焦らされてたまらない。こんなにかわいい女の子がどこでねちっこいセックスを覚えたのだろう。自分の乳頭を見ると彩奈の唾液でテロテロと光っている。淫らな光景に顔が熱くなった。

        「先輩……、下も……舐めてもらえませんか……」

        「いいよ」

        男性の性器を咥えて舐めることはあまり好きじゃないけれど、彩奈の秘所を舐めることにはまったく抵抗がない。

        「えっ……本当に、大丈夫ですか？」

        心配そうな顔をしてわたしの顔を覗き込む。わたしはニッコリと笑って彩奈を寝かせた。

        「女の子のを……舐めるの……初めてだから、うまくなかったらごめんね」

        脚を大きく開いて顔を近づける。自分の秘所をじっくりと見たことはあまりないけれど、彩奈の花びらは桃色で綺麗……。指で広げると蜜で光っており、恥粒が真っ赤に膨らんでいる。自分がされて気持ちがいいように、彩奈の秘所をゆっくりと舐めてみた。

        「あぁっ……すごい、先輩……すごい」

        舐めれば舐めるほど、蜜があふれてきて、彩奈の香りがする。透明の蜜を指で掬って恥粒に塗りつけてペロペロと舌を動かしてみた。彩奈は気持ちがいいのか、ヒクヒクと蜜壺が動く。

        「先輩……、舐め合いっこしましょ」

        苦しそうな声でつぶやく。

        お互いに自分の秘所を相手の口元に持っていく。わたしが上になり彩奈を跨いでお尻を突き出す。そして、彩奈の脚を大きく開いて唇を近づけた。

        彩奈がわたしの蜜壷へと舌を挿入させてくる。気持ちよすぎて、彩奈の秘所を舐めながら喘ぐ。

        「あぁっ……はぁ……ん、あっ……ん、あぁぁん、はぁぁん……」

        「んんっ……、んあ、ぁぁあん、あぁぁん、んっっ、あぁぁん、あっ……」

        お腹の中が熱くなってきて達してしまいそうになる。それを察した彩奈が蜜壷へ指を挿れて抜いたり挿したりを繰り返された。わたしも、彩奈を気持ちよくしようと思って、同じように蜜壷をかき混ぜる。

        「あ、あぁぁん、イク……」

        「あ、あたしも……あぁぁっ！」

        快楽の波に包み込まれた。

        ふたりは、仲良く絶頂を迎えた。

        やっぱり、敏也とのセックスよりもいい。

        そして、わたしは彩奈と過ごしていると、自分がキラキラと輝いていく気がした。エネルギーを与えてもらえて、とてもしあわせな心になる。

        ――わたしは……きっと、彩奈のことが好きなのだ。そして、敏也のことは愛していないのだと自覚してしまった。

        女の子を好きになってしまうなんて……。自分がいちばん信じられない。

        ベッドに横になるわたしに、ピッタリとくっついてくる。

        「先輩……」

        「彩奈……」

        わたしたちは、まるで恋人のように寄り添って深いキスをした。

        「先輩……あのね……」

        「何？」

        「先輩には、色んな夢があると思うの。結婚して子供をもうけて……とか。その夢をあたしは応援する。でも、こうしてたまにでいいから、会いたい……」

        彩奈が何を言いたいのかはハッキリとわからなかったけれど、胸が痛む。要するに、敏也と付き合って、結婚してもいいから、関係を続けたいということだろうか。

        わたしは、敏也と付き合ったまま、彩奈と関係を続けてもいいのだろうか。そんな彩奈を悲しませることはしたくない。

        彩奈がわたしに抱きついてくる。わたしは、そっと抱きしめた。

        「そうだ、先輩」

        「なーに？」

        「十二月に休み同じ日に取って、一泊二日でいいので、温泉に行きませんか？」

        「あ、いいかも」

        ふたりきりで一日中過ごせるのだと思うと、胸が弾む。女友達と旅行にはたまにすることはあるけれど、彩奈との旅行は特別なものに感じた。婚前旅行のような、ちょっと特別な……旅。

        「さっそく、明日、休み希望出そうか」

        「そうしましょう」

        わたし、机の上にあるカレンダーを手に取り見ていると、彩奈が後ろから抱きしめてきた。ふたりでカレンダーを見ながら、どこに行こうかと、楽しく語り合い、夜が更けていく。

        　

        ◇　◇　◇

        　

        十一月下旬になり、いよいよ、彩奈との温泉旅行が近づいてきた。気がつけば、敏也とは職場以外で会っていない。しっかりと今後のことを話し合いたいと思っているのに、会えるタイミングがなかった。

        仕事を終えて家に戻ってきたわたしはシャワーを浴びる。入浴を終えて肌の手入れをした。夕食を簡単に作って、温泉のガイドブックを見ながら食べていた。

        はぁ、楽しみだなぁ……。

        オススメのグルメのページをじっと見つめる。彩奈って好きな食べ物は、何なのかな。甘い物が好きなのは知っているけど、ご飯系は何が好きなのか知らない。今度聞いてみよう。大事な人の好きな物を知ることって楽しい。心が温かくなっていると、チャイムが鳴る。時計を見ると二十一時を回ったところだった。こんな時間に誰だろう。

        いつでも遊びに来ていいと言ったから、もしかしたら、彩奈かもしれない。慌てて立ち上がってインターホンの画面を見ると、そこに映っていたのは敏也だった。

        「はい……」

        「あ、麻紀子？　ちょっと入れてくれない？」

        拒否したい気分だったけど、断るのもおかしいので、オートロックを解除する。せっかくの機会だから、今後のことを話し合おうかな。

        ここ最近、ずっと考えていたのだ。このまま中途半端に交際を続けているくらいなら、別れたほうがいい。彩奈のために……わたしは、敏也と別れたいと気持ちが傾いていた。

        結婚はもう一生できないかもしれない。

        お母さんが悲しむかもしれない。

        それでも、彩奈とそばにいたいと思う気持ちが強くなっている。どうしたらいいのか、考えて、迷っていた。

        チャイムが鳴り、ドアを開く。敏也が当たり前のように入ってきて、リビングのソファーに腰を掛けた。この前、彩奈が座っていたところにいることに嫌悪感を覚える。

        コーヒーを出して、敏也の目の前のカーペットに座った。

        「突然、来て驚いたか？」

        「うん」

        嬉しいだろとでも言いたそうだ。

        カーペットに座っているわたしの隣に来て、まだ乾ききっていない髪の毛に触れてくる。

        「風呂に入ったばかりなんだな？」

        ニヤリと笑ってキスしようとしてきたので、わたしは反射的に顔を背けた。それでも無理矢理キスしようとされたから、スッと立ち上がる。彩奈に触れてもらった体を汚したくないと思った。

        ソファーに座ると、敏也が隣に腰をかける。

        「どうしたんだよ。なかなかゆっくり会えなかったから、拗ねてるのか？」

        「……」

        「もっと麻紀子は自信持っていいんだぞ？　俺の将来のお嫁さんなんだから」

        感情的にバッサリと別れを突きつけたかったけれど、日を改めて冷静になり伝えるべきだと思った。仮にも一年間交際をしていたのだから、ちゃんと別れを告げたい。同じ病院に働く者同士、同僚に戻れるように、大人な断り方をしたかった。

        「ごめんなさい。今日は、帰ってもらえませんか？」

        「はあ？」

        敏也は、わたしの言葉に驚いたのか黙り込んだ。なかなか帰ろうとしない。ふたりの間に沈黙が流れる。

        敏也は、じっとテーブルを見つめていた。

        わたしは、敏也が体の関係を持ちたい時にしか来ないことに呆れていた。体の相性がいいと思っているのは敏也だけだ。

        「誰と行くつもり？」

        テーブルに置いてあった温泉のガイドブックを手に持ち、敏也はパラパラとめくる。気になったところには付箋を貼ってあった。そのページを無言で読んでいる。

        「なぁ、黙ってないで質問に答えろよ」

        「わたしが、誰とどこに行こうが関係ないでしょ……」

        「最近、色っぽい気がするんだけど。他に男でもできたわけ？」

        「まさか」

        敏也がわたしを睨みつけていたが、わたしは敏也に目を向けることはしなかった。ハァと盛大なため息をついて、敏也が部屋を出て行く。

        ホッとした気持ちと同時に、次に会う約束ができた時は、別れの言葉を告げようと覚悟が決まった。

        敏也が残したコーヒーをキッチンに片付ける。

        自分の憧れていた道は結婚して家庭を持つことだったのに、本当に憧れていたことではなかったのかもしれない。

        お互いを尊重しあえない結婚ならしないほうがいい。相手に刺激を受けて向上していける人と過ごすほうが、何倍も価値的な生き方ができるし、幸福になれるのではないかと思えた。

        きっと、その相手が……わたしにとっては、彩奈なのかもしれない。年下で、後輩だけれども、わたしの人生の価値観を変えてくれて素晴らしい人……。心から尊敬している。

        わたしは、これからも彩奈と生きていきたいと強く思った。

        


        　

        　

    

    
        第三章　わたしらしく輝き続ける

        　

        わたしが車を運転して、温泉旅館に向かう。一日中、ふたりで過ごせることがしあわせだ。

        どこに行こうか迷ったけれど、箱根に行くことにした。彩奈が好きだというアーティストの音楽を流しながら、ドライブをする。

        「天気がよくて、嬉しいですね」

        「そうね！」

        わたしの隣で音楽のリズムに乗り頭を動かしている。楽しそうな様子が、愛らしい。

        「彩奈の好きな食べ物って何？」

        「そうですね……。しじみの味噌汁ですかね」

        「へー。アサリじゃ駄目なの？」

        「はい。しじみが好きですね」

        「そう。じゃあ、今度作ってあげるわね」

        彩奈の好きな食べ物を知ることができて素直に嬉しい。

        道路はさほど混んでいなく、ランチタイムには箱根に到着することができた。

        ガイドブックで見つけた、箱根の美味しい水で作ったコーヒーがある喫茶店でお昼を取ることにした。木の香がしそうな空間には、オルゴールが流れている。

        ランチを注文すると、ピラフとサラダとスープがセットになっていた。

        「いただきます」

        ピラフを食べてニッコリ微笑む。

        「美味しい！」

        「ガイドブックに掲載されていたコーヒーもすごく美味しい」

        ふたりで過ごす穏やかな時間に、心が和んでいく。やっぱり、わたしがずっと過ごしていきたい人は、この人だ。

        「ランチしたら、美術館ですよね」

        「うん」

        「あたし、こう見えて美術部だったんです。だから、先輩が美術館に行こうと提案してくれた時は嬉しくて」

        「そうだったの？」

        彩奈のことは、すべて知りたい。彼女のことを、ひとつひとつ知っていくことに喜びを覚える。他人にこんなにも興味を持つなんて思いもしなかった。

        　

        ランチを終えて美術館に行くと、彩奈は展示品を真剣に見つめている。

        「彩奈は、どんな絵を描くの？」

        「風景が得意ですね。特別な風景じゃなくていいんです。近所の公園で子供が遊んでいるところとか、河原でおばあちゃんがほのぼのしているところとか。何気ない一瞬の風景に胸が打たれるんです」

        「へー。芸術家なんだね」

        「そうかもしれないですね」

        顔を寄せ合って展示物を眺めて、一言二言感想を言い合う。のんびりしていて、なんて、贅沢な時間なのだろうと思った。

        美術館を出ると、いよいよ予約していた旅館へと向かう。

        日が少しずつ傾き始めていた。

        旅館に到着して案内された部屋は和洋室で、ベッドが二台と和室、それに客室露天風呂があった。洋室は明るい雰囲気の木材の部屋で、和室は黒いテーブルがありモダンな雰囲気だ。

        「わー、素敵！」

        はしゃぐ様子を見て、ほっこりとする。

        わたしたちは色浴衣になった。

        彩奈は、白地にピンクの花柄。わたしは、白に赤の金魚柄の色浴衣を着た。彩奈の色浴衣姿はたまらなくかわいい……。ついつい、見惚れてしまう。

        「抹茶セットがある。やってみましょう」

        「うん」

        抹茶を立てて、和菓子で一息つく。窓から見える景色は自然豊かで、ホッとする。

        「日本人でよかったなーって、こういう瞬間に思いますよね」

        「そうねー」

        十七時半になると、夕食の時間になり、会場へ向かう。

        半個室のような席が用意されており、料理が次々に運ばれてくる。目にも美味しい、盛り付けが色鮮やかな和食だ。彩奈は、瞳をキラキラさせて喜んでいた。

        お腹いっぱいになり、少し休んでから温泉に入ることにした。

        露天風呂に行くと、オレンジ色の光でライトアップされている。木々が照らされていて、温泉に光が反射し、うっとりするほど美しい空間になっていた。

        ふたりでお湯に浸かる。

        「わぁ……沁みるっ」

        彩奈がニッコリと甘い視線を向けてくるから、わたしも微笑んだ。彩奈といると、かなりの割合で笑顔で過ごしているような気がする……。ひんやりとした空気が気持ちいい。

        「じゃあ、そろそろ時間だからアロマセラピーに行こう」

        「アロマセラピー？」

        「予約しておいたの」

        「えー、嬉しい！　先輩、ありがとうございます」

        ふたり並んで受けられるとのことで、あらかじめ予約をしておいた。彩奈の家にはじめてお邪魔した時、ふたりでお風呂に入った。その時にラベンダーのバスソルトを使っていたのを思い出し、予約しておいたら喜んでくれるのではないかと思ったのだ。

        落ち着いたグリーン色の空間にベッドが二台置かれていて、リラックスできる音楽がさり気なく流れている。アロマオイルの説明を受けてうつ伏せになると、リンパに沿ってマッサージをしてくれた。普段の仕事の疲れがほぐれていく。ひとりじゃなく、一緒に彩奈がいるので、余計にそう思えるのかもしれない。

        アロマセラピーを受けて部屋でのんびりしていると、彩奈が擦り寄ってきた。わたしの膝を枕にして横になり、彩奈はそっと瞳を閉じる。

        「先輩、しあわせ……」

        「そうね」

        「この時間が永遠に続けばいいのに」

        どこか、その声は切なそうに聞こえる。永遠を簡単に約束するのは容易いことじゃないかもしれない。でも、今のわたしは間違いなく彩奈と長く一緒に生きていきたいと思っていた。

        「彩奈の気持ち……わたしも同じだから……」

        そう言うと、安心したように頷いた。起き上がり、わたしにキスをしてくれる。胸をそっと揉まれると甘美な刺激に甘い声が漏れた。

        「あぁっ……」

        「先輩……。ひとりでしているところ……見せ合いませんか？」

        破廉恥すぎる提案に固まっていると、彩奈が艶やかな瞳を向けながら、自らの帯を解く。温泉で温まったほんのりピンク色の肌があらわになる。

        着崩れた色浴衣姿で脚を大きく開いて、自らの秘所に指を伸ばした。わたしに見せつけるように、乳頭と秘所を弄っている。かわいい彩奈がとても淫らで目が離せなくなった。

        「はぁぁんっ、先輩も……見せて」

        「う、うん……」

        震える指で自分の帯を解いて胸元を緩める。色浴衣がはだけて胸が見えてしまう。彩奈が見せてくれているように自分も恥ずかしいところを見せる。

        向かい合って、脚を大きく広げて、弄るところを見せ合うなんてとてもいやらしい。

        「あぁぁん、んっ……あぁぁんっ」

        「先輩……、エッチな顔して……かわいい……はぁんっ」

        ふたりの濡れた音が響く。クチュ、クチュと。喘ぎ声と共に、濡れた音が大きくなっていく。

        自分で揺すっても気持ちよくないと思っていたのに、彩奈が見てくれていると思うと、たまらない快楽に襲われてしまう。ふたりだけの秘密の時間を共有している。なんて、特別なことをしているのだろう。

        「ほら、先輩……もっと、奥まで指挿れて……見せて」

        「あぁぁん、っ、はぁんっ……、んっ……、あぁぁんっ」

        「先輩……、あぁぁん、んっ、はぁんっ、すごい……、いいっ……先輩……」

        彩奈が達しそうになっているのを見ると、わたしの感度が上がる。眉間にしわを寄せて涙目で苦しそうに呼吸をして……、顔が真っ赤になっている彩奈が愛おしい。

        「彩奈、わたしも……、もう、イッちゃう……、んっ」

        「先輩……あぁぁっ！」

        頭が真っ白になった。体中の血液が沸騰して、心臓がバフバフしている。予想をくつがえす快感だった。

        不思議。

        体はひとつになっていないのに、心がつながって同時に果てることができるなんて。好きな人とのセックスは深い……。

        呼吸を乱しながら、ふたりとも近づいてキスをする。

        唇がすごく熱くなっていて、とろけてしまいそうな甘いキスだった。わたしは、胸がキュンとなり涙があふれてくる。その涙を彩奈が指で拭ってくれた。

        顔を寄せ合い何度もキスをしながら、わたしと彩奈はいつしか眠りに落ちていた。

        　

        朝日が昇ってくる少し前に、わたしたちは目を覚ます。「おはよう」と囁き口づけをした。

        「せっかくの客室露天風呂付なので、入りません？」

        「そうしようか」

        生まれたままの姿になり、ヒノキの客室露天風呂にふたりで仲良く浸かる。だんだんと空が薄暗くなってきた。太陽が顔を出すのか空がオレンジ色に変わっていく。

        「舐めたい……」

        突然、彩奈がつぶやく。

        「ん？」

        「先輩のこと、舐めたくなっちゃいました」

        正面に回ってきた彩奈がキスをしてくれる。舌を絡め合う濃厚なキスをし、唇は鎖骨へと落ちていく。

        「んっ……」

        「外だから……、声は我慢してくださいねっ」

        彩奈が胸を揉んできた。お湯から少し体を出すと胸の先端をペロペロと舐めてくる。甘美な刺激に、朝からクラクラしちゃう。

        浴槽の縁に手をついてお尻を突き出すように立たされると、むしゃぶりつくようにお尻にキスをしてきた。吸い付かれてちょっと痛い。

        「あ、ごめんなさい……。キスマークつけちゃいました」

        「え？」

        ごめんなさいとか言いながら、確信犯なのがわかる。そんなちょっとズルイところも好き。

        蜜壷から蜜がとろりとあふれ出す。彩奈が舌を一生懸命使って気持ちよくしてくれる。

        「んっ……、んっ」

        声が聞こえないように、必死で堪える。

        彩奈は、わたしを朝から絶頂の世界に連れて行くつもりだ。指で秘粒を転がしながら、蜜壷へ舌を挿し込んでくる。

        「ん、んっ」

        あまりにも気持ちがよくて、太腿が震えてきた。お腹の奥から快感が押し寄せてくる。

        「んんっ」

        指も舌も、激しく動かされて、わたしは太陽に照らされながら達してしまった。体をピクピクと痙攣させて、崩れるように湯船に浸かる。気持ちよくて頭がぼうっとしてしまう。

        「……彩奈ったら……」

        愛情を込めた口調で攻めると、わたしをギュッと後ろから抱きしめてくれる。背中に柔らかい胸が当たった。

        「朝から、ごめんなさい……」

        「……大丈夫……」

        「ふたりでいる時は、麻紀子ちゃんって呼んでもいいですか？」

        こんなタイミングで聞いてくるなんて思わなかった。ずっと、遠慮していたのかと思うとかわいくてたまらない。むしろ、名前で呼んでくれたほうがふたりの距離が縮んだみたいで嬉しい。

        「いいよ。もちろん」

        朝食を堪能して、チェックアウトをした。

        まだ、午前中で時間があったから、ガラスの置物で有名なところに寄ってから、帰ることになった。そこで、おそろいの置物を購入した。キラキラと輝く置物は、わたしたちの今回の旅の思い出のように、いつまでも輝きを放ったままである気がした。

        　

        ◇　◇　◇

        　

        彩奈との温泉旅行でリフレッシュしたわたしは、生まれ変わったように仕事に励んでいた。そんな中、突然の人事異動の話があり、わたしは来月から違う病棟で働くことになった。

        将来の看護師長候補に選ばれ、主任として違う病棟に移動になったのだ。これは出世を意味することであり、嬉しいこと。打診が合った時は正直悩んだ。わたしは、結婚したら仕事を辞めるつもりでいたのだ。でも、これからの未来は彩奈と過ごすこと意外考えられない。プライドを持ってナースという仕事に励んでいこうと思った。

        二十日までは人に言えないことになっており、わたしは自分の決めた道を真っ直ぐ進んでいこうと、発表日まで日々、決意をしていたのだ。

        そして、いよいよ、今日の朝礼で発表される。

        「槇原さんが十二月いっぱいで移動になることになりました」

        看護師長が淡々と説明してくれる中、ふと彩奈を見ると泣きそうな顔をしている。その場にいた敏也は、驚いた表情をしていた。結婚したら専業主婦になるとばかり思っていただろうから驚くのも無理がない。

        朝礼が終わると彩奈が近づいてきた。

        「先輩……」

        「そんなに不安そうな顔をしないで。彩奈は、立派なナースになったんだから大丈夫」

        「はいぃ……。でも、寂しいです」

        「これからも会いたい時には会えるし、わたしたちの関係は何も変わらないわ」

        　

        ◇　◇　◇

        　

        彩奈に優しい瞳を向けると、目を潤ませて頷いてくれた。

        仕事を終えて更衣室で着替えをしていると、敏也からメールが届く。

        『屋上に来てくれるか？』

        じっと、画面を見つめていると、彩奈が心配そうにわたしに視線を向けていた。

        「ごめん。敏也に呼び出しをされたから、少し話してくるね。先に帰っていて」

        諭すように彩奈に言うと、コクリとひとつ頷いてくれた。

        着替えを終えて、わたしは屋上へと向かう。せっかくの機会だから、自分の気持ちを伝えようと思った。

        屋上の重い扉を開くと冬の冷たい風が吹く。

        寒いのを我慢して外に出て行くと、敏也が白衣の上にコートを着て立っていた。

        屋上から見える景色は、とても美しい。東京の夜景がユラユラと輝いている。

        ゆっくりと敏也に近づいていくと、敏也は真剣な眼差しをしていた。

        「寒いのに……何？」

        「あぁ、悪いな」

        敏也は、言いにくそうに口を開く。

        「俺は……麻紀子のことが心配なんだ。どうして、俺に相談しないで異動の話を受けた？　麻紀子は結婚したら仕事を辞めて専業主婦になるって言ってただろ？」

        「それは……」

        「他に男でもできたんじゃないか？　俺を捨てる気？」

        はじめて敏也の不安そうな表情を見た。わたしを愛しているのかいないのかは別の話だと思うが、自分の元から離れていくことを察知したのかもしれない。

        「今ならまだ断れる。お前は出世コースを歩む必要はないんだ」

        わたしの人生を自分のモノのように告げた敏也をますます許せなくなった。円満に別れたかったのに、ヒドイことを言ってしまいそうになる。

        「麻紀子、そろそろ俺と結婚しようか」

        「ごめんなさい」

        即答したわたしの言葉が信じられないというように目を見開く。

        「どうしてだよ。ちゃんと、理由を言え」

        「後輩ナースに指導している中で、彼女にナースとしての姿勢を教えてもらったの。今までは結婚することがいちばんのしあわせなのだと思っていたけれど、違う。やり甲斐のある仕事を全うすることが大事だと気がついたのよ」

        敏也は唇を震わせて握りこぶしを作っている。

        眼力が強くて恐ろしいと思ったけれど、しっかりと決着を付けなければと、わたしはたじろぐことなく敏也を見つめていた。

        「冗談じゃない、女なんかに恋人をとられてたまるか」

        「女も男も関係ない。これは、わたしが自分で決めた道なの」

        ハッキリとした口調で言うと、敏也の表情が少し緩んだ。

        「……あなたとは、結婚できない。わたしは、自分の仕事を大事に生きていきたい」

        「……」

        「一度はお付き合いしていたあなたには、しあわせになってほしいです」

        敏也は、言い返す言葉がなくなったみたいで、黙り込んだ。

        色々と言いたいことはあったけれど、ぐっと堪える。

        「これからは、同じ病院で働く職員同士としてお世話になります」

        頭を下げて、わたしは敏也を置いて屋上から出て行く。颯爽と階段を降りながら、敏也とこれで終わりなのだと思うとスッキリとした。

        　

        社員連絡口に向かうと、入口付近の壁に背中をつけて立っている彩奈がいた。うつむいて、不安げに眉毛を下げている。ゆっくりと、近づいていくと、わたしに気がついて顔を上げた。

        「まだ、いたの？」

        「……心配で……」

        「そう。一緒に帰ろうか」

        「はい」

        ニッコリと笑うわたしを見て、彩奈の頬が少し赤みを帯びていた。

        病院を出て駅に向かって歩く。わたしは、彩奈とふたりきりになりたくて裏道を選び、人があまり歩いていな道を進む。街灯が等間隔で並んでいる静かなところだった。

        「屋上で、敏也にプロポーズされたわ」

        「えっ」

        突然の報告に驚いたのか、彩奈が立ち止まる。わたしは、振り向いて彩奈を凝視した。彩奈は、今にも泣きそうに瞳を潤ませている。まるで、イジワルをしているような気持ちになった。

        「断ったの」

        「そう、なんですか？」

        彩奈の声が少し明るくなる。

        「付き合うのもやめたわ。敏也としっかりとお別れをしてきたの」

        「……麻紀子ちゃん」

        「わたしは、わたしらしく生きていこうと思って」

        深く頷いた彩奈が駆け寄ってきて、わたしに抱きついた。そんな彩奈を力強く抱きしめ返す。

        「……んっ、うっ……」

        泣きじゃくる彩奈が愛しい。

        「泣かないで」

        ずっと、彩奈を守っていきたい。だから、これからもわたしは頑張り続ける。

        　

        ◇　◇　◇

        　

        バタバタと忙しい年末なのに、職場のメンバーが送別会を開いてくれている。掘りごたつの居酒屋で、気の知れた仲間たちと楽しく過ごしていた。

        「麻紀子ってさ、新人の頃、ほーんとドジばっかりだったよね」

        先輩ナースの暴露にわたしの顔が熱くなる。彩奈は、興味津々に瞳を輝かせて聞いている。

        「この子、成績優秀で入ってきたはずなのに、ミスしてさ。大丈夫かなって心配だったんだよ」

        「本当に、すみません。極度の緊張から……つい、色々とやらかしてしまいまして」

        「それがね、出世コースを歩んでいくなんてね」

        「先輩の皆さんのご指導のおかげです」

        「出世したら、ご馳走してよ～？」

        アハハハと、笑い声が響く。送別会が後半に差し掛かってきた頃、記念品と色紙の寄せ書きをプレゼントしてもらった。

        「麻紀子、精一杯頑張るのよ。また、皆で定期的に飲みに行こうね」

        「はいっ、ありがとうございます」

        この職場のメンバーと働けたことに、感謝の思いでいっぱいになる。辛いこともあったけれど、力を合わせて問題を解決していけた経験は大きな財産となった。

        送別会を終えると、わたしと彩奈は、同じ方向だからと一緒に帰る。わたしの家の最寄り駅で彩奈も一緒に降りた。

        「泊まっていくでしょ」

        「はい」

        自然と手をつないだ。彩奈の手が温かい。彩奈は、わたしの冷えた手をギュッと強く握ってくれた。

        あえてわたしたちは、自分の思いを伝え合っていない。けれど、思いが通じ合っていると、確信している。

        お母さんの願いは、わたしがしあわせだと思えることだと言っていた。結婚をして欲しい気持ちもあるし、孫の顔をみたいけれど、自分のしあわせを優先させてほしいと……。

        自分にとってのしあわせって何なのだろうと、わたしはこの数ヶ月間、悩んで、考えていた。そして、答えが見つかった気がする。

        こんな風に、彩奈と過ごしていく生き方もありかもしれない……。わたしらしく過ごせているのが、いちばんのしあわせだと思う。

        自分を見失いかけていた時に、救ってくれた彩奈には感謝してもしきれない。

        「麻紀子ちゃん……」

        「ん？」

        「ううん。何でもない」

        見つめ合い微笑んだ。

        あえて言わなくても通じ合える人に出会えた喜びを噛み締めながら、わたしは、わたしらしく生きていこう。

        


        　

        　

    

    
        エピローグ

        　

        片付いていない部屋の中に、春の温かい日差しが入ってくる。眩しいけれど、ぽかぽかしていて穏やかな気持ちになっていると、お風呂から出てきた彩奈が近づいてきた。

        「おはよう」

        「おはよう、麻紀子ちゃん」

        チュッとキスをくれる。

        「今日は、片付け頑張らないとね」

        「そうだね。何からやろうか」

        わたしたちは、昨日、ここに引っ越しをしてきた。

        職場が変わり、忙しい病棟になってしまい毎日大忙し。帰ってくるのが遅くなり、ゆっくり会える機会が減ってしまった。お互いにナースの仕事をしていると、休みもほとんど合わない。夜遅く仕事が終わると、電話も気を使ってしまい、しづらくなり、メールのやり取りが中心になっていた。

        会えないと調子が出なくて……。お互いに同じ気持ちだったわたしたちは、話し合いをして一緒に住むことに決めたのだ。

        すぐにでも暮らし始めたいと同じ休みに家を探し、条件を満たすところが見つかり、やっと昨日引っ越しができた。これからは、ずっと……一緒。

        簡単にブランチを済ませて、片付けをはじめる。ダンボール箱から物を取り出して引き出しに入れていくという地道な作業をしていた。

        「あ、懐かしい……」

        高校卒業のアルバムが出てきて、アルバムの中に挟まっていた何かを見ると、友人が書いてくれた手紙だった。ついつい、作業の手を休めて読んでしまう。すると、彩奈がやってきてわたしの卒業アルバムをペラペラと見る。

        「ブレザーの制服だったんだね」

        「そうなの。彩奈は？」

        「あたしは、セーラー服だったの」

        彩奈のセーラー服姿を想像するとついついニヤけてしまう。さぞかしかわいかったに違いない。

        「見たかったなぁ」

        「あたしも、麻紀子ちゃんの学生時代に会いたい。きっと、かわいいよ」

        ふたりで微笑み合う。

        彩奈が突然わたしをカーペットに寝かせると、キスをしてくる。胸をいつもよりちょっと強引に揉まれた。部屋がぐちゃぐちゃで、イチャイチャしている場合じゃないのに……と、思いつつ、触れ合いたい時に触れることができるのが嬉しい。

        重ねた唇の中に舌を入れられて絡め取られる。わたしも答えるように舌を動かす。ざらついている舌を絡めていると、気持ちよくなってきた。

        「んっ」

        鼻から甘い吐息が漏れる。

        Ｔシャツの上から乳頭をクリクリと弄られる。家にいるからと、ブラジャーをしていなかったため、すぐに浮き上がってきた。服の上からつままれる。

        「うぅっん、あぁ、駄目……彩奈……、お片付け……」

        「麻紀子ちゃんが、あまりにもかわいいから……お仕置き」

        激しいキスをしながら、胸を弄ばれて、ふんわりとしてしまう。細くて綺麗な指の動きに翻弄されるのだ。優しく、時折、ちょっと刺激的に触ってくれる。彩奈の触れ方が……大好き。

        「あぁんっ……、あぁぁん」

        もじもじと太腿をこすり合わせると、彩奈はクスクス笑う。Ｔシャツの中に手を滑り込ませて胸の膨らみを揉まれる。快楽に包まれていく。

        「あ、あっ……、んっ……あぁぁんっ」

        気持ちがよくなってしまい、ついつい喘ぎすぎてしまう。

        「壁の厚い部屋に住んで正解だね」

        つぶやかれたので、恥ずかしくて、目をそらした。

        クスッと笑いながら彩奈が胸の先端に吸いついてくる。

        「あぁぁっ、あっ、あぁぁん……あっ」

        いつになったら、この部屋は片付くのだろうかと、頭の片隅で考えつつも……。

        しあわせを噛み締めていた。

        　

        　

        　

        終わり

        


        　

        この作品はフィクションです。実在の人物・団体・事件などにはいっさい関係ありません。

        本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページに転載することを禁止します。

        本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

        また有償・無償にかかわらず、本作品を第三者に譲渡することはできません。
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